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公募研究課題名 流木災害防止・被害軽減技術の開発 

 

【背景】 気候変動の影響により極端豪雨に伴う激甚な流木災害発生が増加しており，
山地流域での流木捕捉式治山ダムなどの効果的な対策技術の開発が必要

過去の複数の流木災害事例

H29年九州北部豪雨

H28年北海道台風災害

１： 流木の発生及び捕捉に影響を及ぼす条件の解明
【森林研究・整備機構】

流木の発生や治山施設による流木捕捉等の支配的な指標の解明
効果的な流木捕捉のための流木捕捉の予測ツールを開発

1-(1): 流木の発生量および捕捉量の高精度推
定手法の開発（森林研究・整備機構）

1-(2): 流木の発生において支配的な条件の解
明（北海道立総合研究機構）

1-(3): 治山施設の配置条件に応じた流木捕捉
量の評価（広島大学）

２： 流木の流下・捕捉の力学的要因の解明
【建設技術研究所】

＊開発中のイメージ

2-(1): 流木の集積・捕捉に対する力学的な指
標の開発（建設技術研究所）

2-(2): 流木の集積・捕捉過程の数値計算手法
の開発（森林研究・整備機構）

山地流域での流木発生・捕捉に
関する指標の抽出技術を開発

流木集積・捕捉の支配指標の開発
流木挙動のシミュレーション技術の開発

３：流木災害軽減手法の開発
【森林研究・整備機構】

山地流域での効果的な流木捕
捉のための予測ツールを開発 3-(1): 数値計算手法による流木捕捉量予測モ

デルの開発（東京大学）

3-(2): 効果的な流木捕捉のための予測ツール
の開発（森林研究・整備機構）

現地データに基づく条件設定

指標の抽出技術

数値計算手法

� ツールを用いた効率的な施設配置により，災害時の流木の下流域への流出量が
減少し被害の軽減ができる

� ツールによって治山技術者が施設配置を客観的指標に基づいて計画でき，対策
事業の効率的な推進に繋がる

【目標】




